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愛媛教職員組合第 107回定期大会開催 
  

２０１９年６月８日（土）、愛媛教職員組合第１０７回定期大会を開催しました。 

その内容の一部をお知らせします。 
 

― 教え子を再び戦場に送るな ― 

委員長あいさつ（教育情勢抜粋） 

文部科学省調査等によって、過労死レベルを超えている教職員が多数であ

ることが示されており、大きな弊害をもたらしています。過労死や精神疾患

による病休者の増加、学校での児童・生徒とゆとりある時間が持てない、授 

業の準備不足、いじめや問題行動の見落とし、睡眠不足、生活時間の不足が指摘されています。 

  愛媛県教育委員会が文部科学省のガイドラインに沿い、超過勤務命令の上限を原則として1月 

に45時間以下かつ1年につき360時間以下とする勤務時間に関する規則を改正しました。これを 

機会に、各学校で、管理職を先頭に超過勤務が実質的に減少するように行動すべきです。 

子どもを中心に据えた学校づくりが必要です。人権教育を教育運動の柱とし、困難を抱える子 

どものつぶやきや行動に寄り添い、行動の背景からその理由を私たちが考え、ゆとりをもって向

き合うとともに、豊かな学びをめざして、保護者・地域と協力・連帯してつくりあげていくこと

が重要です。 

憲法改正のための発議に必要な衆参両院の3分の2以上が、改憲勢力によって占められ、憲法審 

査会が開かれています。日本国憲法の三大原則「主権在民・基本的人権の尊重・平和主義」が危

ぶまれています。私たちは、先の戦争の反省から「教え子を再び戦場に送るな」をスローガンと

して平和教育を進めてきました。「戦争を永久に放棄する」「戦力を保持しない」「国の交戦権

を認めない」とする平和憲法を守り、立憲主義・平和主義・民主主義を貫きたいと思います。 

                                          

執行委員長 加地 理司 

 

 大会宣言（抜粋） 

子どもたちとともに、平和・人権・環境・労働・福祉を具体化する生き方にこそ、本来の人間

の価値があることを確かめ合いながら、地域社会に生き、同時に国際的な視野をもって、共通の

目標に向け行動できる自立した子どもたちを育てたいと思う。 

私たち愛媛教職員組合の教育改革は、情報の公開や組合員から管理職への実現など、勤務評定 

の激しい対立から解放されて始まった。多くの先輩たちのたたかいや想いを財産とし、よりよい

教育実践を推進しながら、教職員の健康と生活を守る運動を強化し、改革を高めなければならな

い。そのために、10人組合員増を実現させ、一人でも多くの教職員や子どもたち・保護者・地域

の人々と連帯して、運動や実践に取り組むことをここに宣言する。 

 

 

委員長 加地 理司 



 

２０１９年度運動方針（抜粋） 

◆ 組織部の取組 

子どもと教育のために声を上げることができる組織として、愛媛の公教育の中で日教組の伝統を守

り抜いてきた愛媛教職員組合の存在をアピールします。若年層への働きかけを強め、新規加入者を核

とし横への広がりが増えるよう、県本部組織部が青年部をサポートして青年部活動が活性化するよう

努めます。 

◆ 自主的、民主的教育の取組 

「愛媛・父母と教職員の教育研究会」に取り組みます。部落解放教育や特別支援教育を大切にして

実践を深めます。教科書問題についての研究をすすめ適切な教科書が採択されるよう運動を継続しま

す。子どもにとってわかりやすく効果的な副教材を、教職員の合議によって採択できる運動をしてい

きます。 

◆ 教職員の権利確立の取組 

 教職員の給与、諸手当など、成果主義による差別支給が強められています。義務教育費国庫負担制

度の堅持をはじめ、減額させないよう要求を強めます。子どもと向き合うための時間を確保する定数

増など環境整備を要求するとともに、生活者としての教職員の権利確立に向けてたたかいます。生活

設計の立たない不安定な雇用が拡大し、安心して教育活動に専念できる条件が崩れかかっています。

人材の使い捨てにつながらないよう正規枠の拡大を要求するとともに、講師の権利確立をめざしてた

たかいます。 

◆ 平和・人権・環境・民主主義運動をすすめる取組 

日本国憲法の三大原則を生かし、平和運動、人権確立運動をすすめます。原子力発電依存から脱却

し、自然エネルギーによる発電への転換をし、大量消費、大量廃棄の生活を変えることで循環型社会

を目指す運動をすすめます。そのために、まず全国の原発の再稼働に反対します。  

◆ 諸要求を実現する政治闘争を強化する取組 

超勤多忙の解消、働き方改革、憲法改悪反対、年金制度など政策的課題については、真に国民の

立場で、日政連議員及び連合愛媛・愛媛県平和運動センターに加盟する労働組合と連携し、要求の

実現のためにたたかいます。 

◆ 青年部・女性部の取組 

ジェンダー平等の視点を常にもち、誰もが活躍できる社会が実現できるよう研修に努め、自己を厳

しく律していきます。「SOGI」（性的指向および性自認という概念、性の要素・尺度を表す言葉）

に関する研修や学習を継続的に実施し、自己の人権意識の向上に努めます。 

  

ご案内「教員採用選考試験に向けた学習会」 

① 日時：２０１９年７月５日（金）１８時～２０時 ・場所：新居浜市総合福祉センター2 階「研修室 1」 

② 日時：２０１９年７月６日（土）１４時～１６時 ・場所：愛媛県総合社会福祉会館 4 階「視聴覚室」 

 

子どもたちと教職員の生活を守るため、共に考えましょう！  

私たちはよりよい教育実践を推進しながら、教職員の健康と生活を守る運動を強化し、 

教職員や子どもたち・保護者・地域の人々と連帯して運動と教育実践に取組んでいます。 

ご気軽にご連絡ください。 
 

TEL（089）924－4546 ／ FAX（089）924－4403 ／ e-mail jtuehime@lime.ocn.ne.jp 

    HP  http://jtuehime.sakura.ne.jp/             愛媛教職員組合 書記長 堤 剛  
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